
調査期間 令和７年７月14日（月）～８月22日(金)
調査対象 県内公立学校長989校（神戸市立学校を除く）
調査方法 Webにて回答
回答数 有効回答989校（回答率100％）

　　○学校経営における管理職の在り方が可視化され、校長及び教頭の責任と使命が明確にされている。こ
　　　の指標を活用し、教職員との対話を通じて組織の意識の醸成を図りたい。

　　○それぞれの項目について端的にまとめてあり分かりやすい。学校経営や自己の取組について点検・確
　　　認ができ、今後の方針を考える参考になる。

　　○管理職および学校運営の質を高めるうえで非常に意義深い。特に、管理職として求められる資質や能
　　　力が体系的に整理されている点は、自己の振り返りや今後の取り組みに大いに役立つ。

　　●項目をもう少し減らした方がよい。

〇「教員指標」「研修計画」について

　１　教職員へはどのように周知されていますか（複数回答可）

　２　校長先生御自身はどのように活用されていますか（複数回答可）

令和７年兵庫県管理職資質向上指標及び兵庫県教職員研修計画に関するアンケート回答結果

（小学校549校　中学校244校　義務教育学校８校　高等学校146校　中等教育学校1校　
　特別支援学校・養護学校41校）

〇「管理職指標」について
　１　どのように活用されていますか（複数回答可）

　２　「管理職指標」についての主な意見
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　　●教職員は、自己研鑽のため、受講することの必要性を理解している。ただ、日々の学級経営、生活
　　　指導、配慮を要する児童への支援、保護者対応等で手一杯のようである。

　　○教員指標及び研修計画は、教員の経験年数や職種に応じて身につけるべき資質・能力が明示されてい
　　　るため、教員の目標設定やPDCAサイクルによる評価等に活用しやすい。

　３　教員へはどのような活用を提案されていますか（複数回答可）

　４　教員の活用状況についてあてはまるものを一つお選びください

　５　「教員指標」または「研修計画」についての主な意見

　　○特に若手教員に関して、今の自分にどんな力が必要なのかを客観的に示した指標があることは、非常
　　　に有効なことだと思う。

　　○年度当初の職員会議では、必ず説明しており、資質向上に向け、当事者意識を持って職務を遂行す
　　　るうえで、教職員の目標にしてほしい内容がまとめられているので、推奨している。

　　○それぞれのキャリアステージにおいての目標設定、および更なるキャリアアップを図るうえで、具体
　　　的な目標を持つ意味で重要な指標である。

　　●日々の業務をこなすのに忙しく、なかなか自己のキャリア成長を長い目で意識している教員は少な
　　　い。管理職による働きかけ不足を感じている。

　　●忙しさのため日々の業務を優先しようとする風潮が強く、自ら選択研修などを受講したいと申し出る
　　　教員が少ない。

　　●内容全てが大切ではあるものの、項目が多く、教員の頭に残りにくいという印象である。

　○令和５年度から始まった、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励（資質向上に関する指導助言）に
　　ついての主な意見

　　○熱心に取り組む教員とそうでない教員の差を埋めるのに、この制度を利用することで、かなりの効果
　　　が期待できる。

　　○システム上、校長が最終決裁をするので、それぞれの先生と研修内容等について会話をする機会が多
　　　くなり研修に対する姿勢の変化が見られるようになった。

　　○研修履歴を活用した対話は、教職員一人ひとりの成長やキャリア形成を支援する有効な手立てであ
　　　り、主体的な研修受講を促すうえで大変有意義である。
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　・様々な分野で、教師として、人間としての力量を高めていく必要がある。職員研修に充てることができ
　　る時間は限られているため、計画的に推進していく必要がある。

〇校内研修について
　１　今年度、どの程度実施されますか

　２　どのような内容で実施しましたか（または実施予定ですか）（複数回答）

 ３　校内研修の充実についての主な意見
　・研修時間の確保と教員の多忙感を払拭できず、研修が形式的なものになっている。これを改善し実効性
　　ある研修にすることが課題である。

　・若手教員の増加に伴い、これまでの当たり前を見直し、授業改善や学級経営の基礎・基本の部分から研
　　修を行う必要がある。

　・本校では教員自らが企画する自由参加のミニ研修を行っている。一人ひとりの教員が自分の資質向上に
　　どれだけ自発的になれるかが課題である。

　・学校目標の達成に向けて、どれだけ校長が教職員にその意義を伝えられるかによって校内研修の充実度
　　も変わってくると感じている。
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調査期間 令和７年７月14日(月)～９月30日(火）
調査対象 研修講座受講者

調査方法 Webにて回答

回答者数 1310（小学校368　中学校326　高等学校374　特別支援学校242）

○「教員指標」「研修計画」について
 １　指標及び研修計画の活用について該当するものを選んでください

 ２　指標及び研修計画の活用目的は何ですか（複数回答可）

その他

兵庫県教員資質向上指標・教職員研修計画及びICT活用に関する教員アンケート回答結果

 ３　「教員指標」または「研修計画」についての主な意見

 ４　今後、どのような研修を受講したいと思いますか（複数回答可）

　○指標が細かく示されており、学びの確認や、整理にとても有効に活用できていると思う。

　○常に向上心を持って教育活動に取り組んでいる。どの時期にどんな資質を目指すべきかが分かりやす
　　くて良い。

総合的な探究の時間、自由進度学習、コミュニケーション、ミドルリーダー、
ジェンダー、多文化共生教育、防災教育、学校経営、業務改善
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○ICT活用について

 ２（1）教材研究・指導の準備・評価・校務でICTを活用

 ２（2）資料等を投影する等、児童生徒の興味・関心を高めるためにICTを活用

 ２（3）児童生徒に意見や成果物等を共有・比較検討させるためにICTを活用

 １　自身のICT活用能力を向上させるための手段（複数回答可）

 ２　授業や校務でのPC・タブレット端末等活用状況
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 ２（4）児童生徒一人一人の理解・習熟の程度に応じた課題等に対応するためにICTを活用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県平均 全国平均

91.3% 90.7%

1 92.2% 91.4%

2 91.4% 90.9%

3 94.2% 93.5%

4 87.3% 86.9%

81.9% 82.2%

1 89.9% 89.9%

2 80.6% 81.1%

3 79.2% 79.8%

4 77.9% 78.2%
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2 88.0% 88.5%

3 80.1% 79.7%

4 77.0% 76.9%

88.3% 89.2%

1 89.5% 90.3%

2 90.1% 91.3%

3 86.4% 87.0%

4 87.3% 87.9%

Ｄ 情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力

児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任を持ち，相手のことを考え，自他の権利を尊重し
て，ルールやマナーを守って情報を集めたり発信したりできるように指導する。

児童生徒がインターネットなどを利用する際に，反社会的な行為や違法な行為，ネット犯罪などの危険を適切
に回避したり，健康面に留意して適切に利用したりできるように指導する。

児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け，パスワードを適切に設定・管理するなど，コン
ピュータやインターネットを安全に利用できるように指導する。

児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き，学習に活用したり，その仕組みを理解したりし
ようとする意欲が育まれるように指導する。

児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるように，コンピュータやソフトウェアなどを活用
することを指導する。

授業に必要なプリントや提示資料，学級経営や校務分掌に必要な文書や資料などを作成するために，ワープロ
ソフト，表計算ソフトやプレゼンテーションソフトなどを活用する。

学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシートなどをコンピュータなどを活用して記
録・整理し，評価に活用する。

Ｂ 授業にＩＣＴを活用して指導する能力

児童生徒の興味・関心を高めたり，課題を明確につかませたり，学習内容を的確にまとめさせたりするため
に，コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。

児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり，比較検討させたりするために，コンピュータや提
示装置などを活用して児童生徒の意見などを効果的に提示する。

知識の定着や技能の習熟をねらいとして，学習用ソフトウェアなどを活用して，繰り返し学習する課題や児童
生徒一人一人の理解・習熟の程度に応じた課題などに取り組ませる。

グループで話し合って考えをまとめたり，協働してレポート・資料・作品などを制作したりするなどの学習の
際に，コンピュータやソフトウェアなどを効果的に活用させる。

Ｃ 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力

学習活動に必要な，コンピュータなどの基本的な操作技能（文字入力やファイル操作など）を児童生徒が身に
付けることができるように指導する。

児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して，情報を収集したり，目的に応じた情報や信頼でき
る情報を選択したりできるように指導する。

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトなどを活用して，調べたことや自分の
考えを整理したり，文章・表・グラフ・図などに分かりやすくまとめたりすることができるように指導する。

授業で使う教材や校務分掌に必要な資料などを集めたり，保護者・地域との連携に必要な情報を発信したりす
るためにインターネットなどを活用する。

【参考】令和６年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（令和７年３月１日現在）[確定値]

○都道府県別「教員のＩＣＴ活用指導力」の状況（「できる」若しくは「ややできる」と回答した教員の割合の大項目別平均）
 【令和６年度において授業を担当している教員】

Ａ 教材研究・指導の準備・評価・校務などにICTを活用する能力

教育効果を上げるために，コンピュータやインターネットなどの利用場面を計画して活用する。
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